
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
５
０
回 

 行
仙
宿
巡
回
整
備
と
浦
向
道
の
新
橋
部
材
運
搬 

 ◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
１
１
月
３
日(

日) 

晴 

◇
参
加
者
；
児
嶋
道
夫
、
大
江
加
代
子
、
上
村
洋
司
・
和
美
、
濱
野
兼
吉
、 

乾
克
己
、
湯
川
一
郎
、
山
川
治
雄
、
村
吉
光
夫
、
梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
０
名
） 

前
日
、
１
１
月
２
日
の
夜
、
沖
崎
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
、
会
友
の
豊
嶋
さ

ん
が
山
友
２
名
と
日
帰
り
の
予
定
で
滝
川
付
近
か
ら
入
山
し
た
が
、
連
絡
も
な

く
い
ま
だ
帰
宅
し
な
い
。
遭
難
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
確
認
の
た
め
滝
川
に
向

か
う
、
そ
の
為
明
日
の
行
事
に
は
た
ぶ
ん
参
加
で
き
な
い
。
と
連
絡
を
受
け
た
。 

赤
井
谷
や
釈
迦
ケ
岳
に
精
通
し
て
い
る
豊
嶋
さ
ん
だ
が
、
あ
と
の
二
人
は
存
じ

上
げ
な
い
の
で
、
少
し
心
配
が
残
る
。 

 
 

 
 

 

荷
物
を
載
せ
て
出
発 

 
 
 

村
吉
さ
ん
が
床
板
を
運
ぶ 

 
 

倒
木
は
切
除 

 
 

 
 

 

架
橋
現
場
に
荷
を
下
ろ
す 

 

見
通
し
が
良
く
な
っ
た 

 
 

 
 

２
１
番
鉄
塔
で 

午
前
８
時
２
０
分
、
２
３
日
に
ノ
コ
で
枝
先
だ
け
を
切
除
し
た
倒
木
を
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
で
処
理
す
る
。
す
ぐ
に
山
川
さ
ん
を
先
頭
に
メ
ン
バ
ー
の
車
が
到
着
、

切
り
取
っ
た
枝
を
片
付
け
て
下
さ
る
。
枝
を
払
っ
た
倒
木
は
チ
ェ
ー
ン
で
山
川

車
に
繋
ぎ
、
登
山
口
ま
で
引
き
ず
っ
て
持
っ
て
行
っ
た
。 

登
山
口
に
到
着
、
モ
ノ
レ
ー
ル
は
上
に
上
が
っ
て
い
て
、
送
電
線
工
事
の
作
業

員
４
名
が
モ
ノ
レ
ー
ル
が
降
り
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
送
電
を
停
止
し
て

い
る
間
に
作
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
日
曜
日
も
工
事
を
し
て
い
る
よ

う
だ
。 

作
業
員
を
乗
せ
た
モ
ノ
レ
ー
ル
が
再
び
降
り
て
く
る
の
を
待
つ
。
上
村
洋
、
村

吉
、
梶
野
の
３
名
を
残
し
、
他
の
人
は
歩
い
て
登
り
始
め
た
。 

無
人
で
降
り
て
き
た
モ
ノ
レ
ー
ル
に
荷
物
を
積
み
、
３
名
で
終
点
ま
で
上
が
る
。 

 

児
嶋
さ
ん
は
行
仙
小
屋
の
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
と
、
管
理
棟
に
太
陽
光
発
電
装

置
設
置
の
た
め
、
大
型
の
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど
を
準
備
。
総

重
量
は
３
０
㎏
を
越
え
て
い
た
。 



モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
で
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
を
行
仙
宿
に
運
ぶ
班
と
、
橋
の
鋼
材

を
架
橋
現
場
ま
で
運
ぶ
班
に
分
か
れ
た
。 

一
番
大
き
な
エ
キ
ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
の
床
板
は
村
吉
さ
ん
が
背
負
子
で
、
橋
げ

た
を
繋
ぎ
止
め
る
鋼
板
は
各
々
が
手
に
持
っ
て
運
ん
だ
。
途
中
、
４
年
ほ
ど
前

に
倒
れ
て
少
々
邪
魔
に
な
っ
て
い
た
大
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
除
。
ち
ょ
う

ど
２
０
分
で
架
橋
現
場
に
到
着
、
鋼
材
を
降
ろ
し
て
斜
木
を
一
本
切
除
し
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
戻
る
途
中
で
も
頭
上
の
斜
木
を
切
除
し
、
架
橋
現
場
ま
で

の
障
害
は
排
除
し
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
者
が
通
過 

 
 
 

 
 

 

薪
造
り 

 
 

 
 
 

 
 

薪
を
運
ぶ 

 

第
２
ベ
ン
チ
の
上
、
補
給
路
脇
に
、
伐
採
さ
れ
た
木
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

マ
キ
に
す
る
た
め
直
径
５
㎝
ほ
ど
の
木
を
一
本
持
っ
て
行
仙
宿
を
目
指
す
。
２

１
番
鉄
塔
に
寄
り
道
し
てJ

P

ハ
イ
テ
ッ
ク
の
人
と
少
し
話
を
す
る
。
今
日
の

工
事
は
お
昼
ご
ろ
ま
で
ら
し
い
。
湯
川
、
上
村
和
の
２
名
が
２
回
目
の
マ
キ
運

び
に
降
り
て
き
た
。 

 

行
仙
宿
に
到
着
。
上
村
さ
ん
、
大
江
さ
ん
は
お
堂
の
清
掃
や
樒
の
交
換
、
児

嶋
さ
ん
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
管
理
棟
に
設
置
す
る
準
備
、
そ
の
他
の
者
で
薪

造
り
を
始
め
た
。
１
１
時
前
に
南
下
す
る
登
山
者
が
８
名
通
過
し
た
。 

山
川
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
お
堂
前
の
栂
の
木
を
切
り
倒
し
て
頂
き
、
薪
材
と

し
た
。
村
吉
さ
ん
が
切
っ
た
木
を
割
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

１
１
時
半
を
過
ぎ
た
の
で
小
屋
内
で
昼
食
、
食
後
は
排
気
塔
周
り
の
屋
根
に
さ

び
止
め
塗
料
を
塗
る
。
管
理
棟
で
は
児
嶋
さ
ん
と
乾
さ
ん
が
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
取
付
け
を
行
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

さ
び
止
め
塗
料
を
塗
る 

 

管
理
棟
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置 

村
吉
さ
ん
奮
闘
中 

村
吉
さ
ん
は
、
一
人
で
黙
々
と
薪
割
り
、
西
側
斜
面
か
ら
引
き
上
げ
た
腕
ほ
ど

の
太
さ
の
木
を
山
川
、
梶
野
の
２
名
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
薪
サ
イ
ズ
に
切
断
、

皆
で
薪
置
き
場
に
補
充
し
た
。 

薪
造
り
が
一
段
落
し
た
の
で
、
濱
野
、
梶
野
２
名
で
水
場
に
降
り
る
。 

水
場
に
異
常
は
無
か
っ
た
が
、
台
風
以
後
殆
ど
雨
が
降
っ
て
い
な
い
の
で
、
水

流
は
細
く
、
２
～
３
日
で
流
れ
が
無
く
な
る
状
態
だ
っ
た
。
底
ざ
ら
え
を
し
て

小
屋
に
戻
っ
た
。 



障
害
物
の
無
く
な
っ
た
お
堂
前
で
写
真
を
撮
り
下
山
し
た
。 

 
 

 
 

 

水
場
の
状
態 

 
 
 
 

 

底
ざ
ら
え
完
了 

 
 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

豊
嶋
さ
ん
の
件
が
気
に
な
り
、
十
津
川
経
由
で
帰
る
こ
と
に
し
て
新
宮
組
と

Ｒ
４
２
５
で
別
れ
る
。
山
川
さ
ん
は
「
捜
索
の
必
要
が
あ
れ
ば
行
く
よ
」
言
っ

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
結
果
が
判
明
次
第
電
話
連
絡
す
る
こ
と
に
し
た
。 

久
し
ぶ
り
に
白
谷
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
、
白
谷
林
道
の
分
岐
で
一
旦
停
車
。 

深
く
え
ぐ
れ
て
い
た
入
り
口
は
重
機
で
均
さ
れ
て
、
通
行
に
支
障
は
無
い
よ
う

だ
。 

補
給
路
登
山
口
か
ら
十
津
川
村
役
場
ま
で
一
時
間
弱
だ
っ
た
。 

十
津
川
警
察
庁
舎
に
行
っ
て
３
人
の
状
況
を
聞
い
た
。 

「
午
後
２
時
４
０
分
に
全
員
の
無
事
下
山
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
三
人
と
も
お

元
気
で
す
。
携
帯
電
話
も
通
じ
て
い
ま
す
」
と
の
答
え
だ
っ
た
。 

沖
崎
さ
ん
に
電
話
す
る
が
応
答
が
な
い
。
上
村
さ
ん
と
山
川
さ
ん
に
無
事
下
山

を
お
知
ら
せ
し
て
、
帰
り
道
の
途
中
な
の
で
笹
の
滝
方
向
へ
向
か
っ
た
。 

新
し
い
公
衆
便
所
の
手
前
で
放
送
局
の
四
輪
駆
動
車
と
対
向
、「
警
察
や
消
防

は
ま
だ
残
っ
て
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
た
ら
「
み
ん
な
帰
っ
て
、
誰
も
い
ま
せ
ん

よ
」
と
の
答
え
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
こ
の
車
の
後
ろ
を
五
條
ま
で

つ
い
て
走
っ
た
。
こ
の
車
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局
の
車
だ
っ
た
。 

警
察
は
十
津
川
警
察
庁
舎
で
は
な
く
、
五
條
警
察
が
対
応
し
て
い
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

全
員
下
山 

 
 

 
 
 

白
谷
林
道
入
り
口 

 
 
 
 

 

十
津
川
警
察
庁
舎 

 

（
記
；
梶
野) 

行
動
タ
イ
ム 

08

：30

登
山
口0

8

：50

→
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点09

：07

→09

：27

架
橋
現
場
→

10

：35

行
仙
宿1

3

：15

→
水
場13

：37

→14

：02

行
仙
宿14

：16

→
登
山

口15

：00

→15

：55

十
津
川
警
察
庁
舎 

 

    



   
 
 
 
 
 
 
 
 

 


